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【空間座標】

　　平面，平面，軸，原点のそれぞれに関して，点， ， と対称な点の座

標を求めよ。

　平面　　　　　，　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平面　　　　　，　　　，　　　

　軸　　　　　　，　　　，　　　

　原点　　　　　　，　　　，　　　
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　　右の図の直方体において，

点の座標が ，， のとき，次の点の座標を求めよ。

　　　　　，　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　，　　　，　　　

　　　　　，　　　，　　　

　　　　　，　　　，　　　

　　原点と次の点の距離を求めよ。

　 ，， 　　　　　　　　　　　　　　，， 

　　点 ，， ，，，  が，原点から等距離にあるとき，の値を求め

よ。

　　軸上にあって，点，，，，，から等距離にある点の座標を求め

よ。

 



 






【空間のベクトル】

　　右の図の直方体において，に等しいベクトルを

あげよ。また，の逆ベクトルで以外のものを

あげよ。

に等しいベクトル

の逆ベクトル
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　　右の図の平行六面体において，次のベクトル

を，，を用いて表せ。

　　　　　　　

　

　



【空間のベクトルの成分と大きさ】

　　次のベクトルの大きさを求めよ。

　 ，， 　　　　　　　　　　　　　，， 

　　，，  ，， ， のとき，次のベクトルを求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　  　　　　　　　　　　

　　次の点，について，を成分表示し，  を求めよ。

　 ，， ，， ， 　　　　　　，，  ，， ，
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　　 ，， ，，，  が等しくなるように，，，の値を

定めよ。

　　，，  ，，，  ，，，  のとき，，，  

をの形に表せ。

　　座標空間に平行四辺形があり， ，， ， ，， ，，，  ，

 ，， であるとする。，，の値を定めよ。

　　，，  ，， ， について，  を最小にする実数の値と，

そのときの最小値を求めよ。
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

【ベクトルの内積となす角】

　　次のつのベクトル，のなす角を求めよ。

　　　，，  ，，， 

　　点 ，， ， ，， ， ，， を頂点とする△において，

の大きさを求めよ。



【ベクトルの成分と垂直条件】

　　ベクトル ，， ， ，， の両方に垂直で，大きさがのベクトル

を求めよ。

　　 ，，，   ，， が垂直になるように，の値を定めよ。

【一直線上にある点】

　　次の点 ，， ， ，， ， ，， が一直線上にあるとき，，の

値を求めよ。

【同一平面上にある点】

　　点 ，， ，，，  ， ，， の定める平面上に

点 ，， があるとき，の値を求めよ。　
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【四面体と内分点】

　　四面体において，辺を：に内分する点を，線分を：に内分

する点をとする。，，とするとき，をそれぞれ，，を
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用いて表せ。

　　四面体において，辺の中点を，辺を：に内分する点をとす
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る。，，とするとき，，をそれぞれ，，を用いて表せ。

　　四面体において，△の重心を，線分を：に内分する点を

とする。，，とするとき，をそれぞれ，，を用いて表せ。
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【空間ベクトルと平面】
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　　右の図のような直方体において，

対角線と平面の交点をとする。

を求めよ。

　　四面体において，辺の中点を，辺を：に内分する点を，線

分の中点をとし，直線と平面の交点をとする。：を求めよ。
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

【内分点外分点，三角形の重心の座標】

　　点 ，， ，， ， ，，，について，次の点の座標を求めよ。

　線分を：に内分する点

　線分を：に外分する点

　線分の中点

　△の重心



【空間の点間の距離】

　　軸上にあって，，，，，，から等距離にあるの点の座標を求め

よ。



【座標平面に平行な平面の方程式】

　　点 ，， を通り，次の平面に平行な平面の方程式を求めよ。

　平面　　　　　　　　　平面　　　　　　　　　軸に垂直



【球の公式】

　　次のような球面の方程式を求めよ。

　原点を中心とする半径の球面

　点，，  を中心とする半径の球面

　点 ，， を中心とし，点 ，， を通る球面

　点， ， ，，，  を直径の両端とする球面の方程式を求めよ。

　　球面 
    

    
     と次の平面が交わる部分は円である。その中心

の座標と半径を求めよ。

　平面

　平面
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